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名 皆様からの貴重なご支援を賜り、誠にありがとうございます。わが国の中山間地

域の多くでは、過疎化・商齢化が進み「限界集落」と呼ばれる地域が増えています。

滋賀・琵琶湖の自然体験学習施設
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そんな中、若者たちが地域に頻繁に通い、「関係人口」

となることで、少しても地域に勇気と活力を与えること

ができればと考え、活動しています。寄付金は、こうし

た地域に通い、若者たちが地域の方たちとともにその標

題に対する解決策を考え、実践を行うために使わせてい

ただきます。
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は、今後の開発費用に充てきせていただきます。ご支援

いただき誡にありがとうございました。
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な企画を試行錯誤しております。今後とも皆
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ていただきます。さて、本県では、「変わる滋賀 続 く

幸せ」を基本理念とする基本構想のもと、将来世代も含

めた誰もが新しい豊かさを感じ、自分らしく生きること

ができる持続的な共生社会づくりに向け、取り組んてい

るところです。ご協力いただいた生徒の皆様の御健勝を

心からお祈り申し上げます。
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美 しい琵琶湖を
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このたびは、滋賀県を応援するために御寄附を賜りましたことに対し、厚く御礼
申し上げます。いただきました寄附金は、琵琶湖に関する事業に大切に活用させ



拝
啓
　
初ヽ
冬
の
候
　
ま
す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
ヤ
し
上
げ
ま
す
。

千
素
は
本
県
行
政
の
準
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
滋
賀
県
を
應
抜
す
る
た
め
に
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
ヤ
し
上
げ
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、
孔
琶
湖
に
関
す
る
事
業
に
人
物
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
本
県
で
は
、

「変
わ
る
滋
賀
　
続
く
幸
せ
」
を
基
本
理
念
と
す
る
基
本
構
想
の
も
と
、
着
水
せ
代
も
合
め
た
詐
も
が
新

し
い
豊
か
さ
を
感
じ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
持
続
的
な
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
顔
で
雑
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
よ
り
組
む

「子
ど
も

ｏ
子
ど
も

ｏ
子
ど
も
」
、
滋
賀
の
水
水
を

担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む

「
ひ
と
づ
く
り
」
、
す
べ
て
の
県
民
が
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
健
康
で
、
安
全

・
安

ぶ
な
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
む

「安
全

・
安

組
の
社
会
基
盤
と
健
康
づ
く
り
」
、
第

一
次
産
業
の
振
興
、
新
し
い
産
業
の
創
出
、
脱
炭
素

・
ＤＸ

の

よ
り

一
層
の
作
進
等
に
取
り
組
む

「持
続
可
能
な
社
会

・
経
済
づ
く
り
」
、
自
然
と
人
が
共
生
す
る
社
会
に
向
け
て
取
り
組
む

「白

然
環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
全

。
再
生
」
を
５
つ
の
柱
と
し
、
さ
ら
に
は
、

「県
北
部
地
域
の
振
興
」
、

「大
阪

・
関
西
万
博
や

わ
た
∽
〓
０
＞
澤
く
国
ス
ポ

・
降
ス
ポ
開
催

へ
の
着
実
な
取
組
の
推
進
と
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
」
を
集
中
的
な
取
組
と
し
て
た
策
を

晨
開
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様

の
願
い
や
思

い
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
水
水
に
つ
な
ぐ
、
み
ん
な
で
つ
く
る

「健
康
し
が

加
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
力

い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
様

の
御
健
勝
を
組
か
ら
お
祈
リ
ヤ
し
上
げ
、
喀
儀
な
が
ら
、
吉
ヤ
に
て
お
礼
ヤ
し
上
げ
ま
す
。
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